


③「教職員の授業力向上」 

④「安心して学べる環境づくり」 

 

（プロジェクト推進についての意見交換） 

 続いて、山田教授の司会によりプロジェク

トの推進に向けた意見交換を行いました。 

 各委員からは、日頃の活動を通じて感じる

課題や子どもの学力向上に向けた翌年度の展

開等について、意見や提案をいただきました。 

 

※委員からの主な意見 

○学力の向上について 
・到達度テストについて、基礎的な知識を 
問うテストであれば従来のものと変わらな 
いが、課題となっている活用力を重視する 
とのことであり、評価できる。活用力があ 
って、初めて学力といえる。 
・到達度テストを実施するにあたっては、 
市町教育委員会や現場の意見をよく聞いて 
進めてほしい。 
・中学校では、コミュニティスクール等の 
取組が進められているが、小学校では体験 
活動等にとどまっているので、今後、小学 
校の取組を強化していくべきではないか。 
・小学校３，４年生の時点で山を越えられ 
ない子どもが多い。家庭の養育力が落ちて
おり、そのような子どもたちを学校で補っ
ている現状がある。 
・学ぶ意欲が実感できるような環境作りを
お願いしたい。教師の心の余裕が生まれる
環境の充実が、学ぶ楽しさにつながると考
える。 

 

 
 
 
 

○グローバル三重教育プランについて 
・プランの目標項目では英検が基準となっ
ているが、グローバルの観点からは、ＴＯ
ＥＩＣやＴＯＥＦＬが標準のテストであり、
他国の生徒とも点数の比較ができるので、
ぜひ活用を進めてほしい。また、ＴＯＥＩ
ＣやＴＯＥＦＬは実際に受けなければその
実態がわからないので、中高の英語教員に
はぜひ受験してもらいたい。 
・留学や就職活動の際には、ＴＯＥＦＬの
方が英検よりも有利になるが、受験料が高
く、何度も受験することが難しい。ＰＴＡ
から補助を出してほしいとの要望を受けた。 
・英語教育においては、教員の指導力の差 
により、同じ学校でも学級により学力差が
生じることがある。英語は楽しいものだと
いう意識をつけることが大事ではないか。 
・国や地域の歴史や文化など、語る中身が
なければどれだけ英語が話せたとしてもグ
ローバル人材とは言えない。グローバル人
材像 をより明確にし、事業を進めてもらい
たい。 
・グローバル人材の育成については、キャ
リア教育とも連携をしながら、視野の広い
生徒の育成をお願いしたい。 
・「わかる」感覚を味わえば、勉強は楽し
くなる。英語教育においても、児童生徒が
楽しめる雰囲気を作っていくことが重要だ
と考える。 

 

    次回の開催予定       

  次回（来年度第１回）の推進会議は、来

年度の具体的な取組について意見交換を行

うため、平成 26 年５月～６月頃に公開で

行う予定です。 

 

 

 


